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共有感 迷惑認知

電車 α=0.588 α=0.889

ﾍﾟﾃﾞｽﾄﾘｱﾝﾃﾞｯｷ α=0.535 α=0.874

集合住宅 α=0.748 α=0.912

食堂 α=0.667 α=0.921

表ｰ 1 

社会的迷惑行為における空間の主観的共有感の影響 
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１．はじめに 

 さまざまな集団や個人が集う公共空間においては、

その場にふさわしい行動を判断し振る舞うことによっ

て、運営・維持が成り立っている。しかし近年、情報

化社会の発展や生活空間の拡大等により、社会的迷惑

行為による問題やその解釈は増加・拡大傾向にあり、

公共施設の運営にも影響を及ぼしている。また、人口

構造の変化に伴い公共事業への投資が減少している我

が国において、社会的迷惑行為の解明は公共空間のよ

り効率的な運営・維持の避けては通れぬ課題となって

いる。本研究では、社会的迷惑行為発生場面の違いに

着目し、場面による空間認識と、迷惑行為による心理

的要因が与える社会的迷惑行為評価への影響を検討す

ることを目的とする。 
 

２．方法 

(1) 調査対象者 宮城県・青森県内の大学に通う大学

生 326 名（男性 218 名、女性 108 名）。 

(2) 調査方法 質問紙調査を行った。講義時間やサー

クル活動等で一斉配布しその場で回収、若しくは郵送

で配布・回収した。 

(3) 調査項目 4 つの各場面（電車・地下鉄車両内/仙

台駅前のペデストリアンデッキ/集合住宅の共用部/大

学の食堂）における迷惑だと思う行為（大声でのおし

ゃべり/スマホ操作に夢中/ゴミの放置/飲食/通路・空間

をふさぐ/音漏れ/強い匂い/必要以上の身だしなみの整

え/喫煙）の順位付けを行った。場面に対する質問項目

として既往研究で計測された空間認識（主観的公共領

域 1)/他者認識 2）/公私空間意識 2）3））の質問と、行為に

対する質問として既往研究で計測された心理指標（迷

惑認知 4）/恥意識 5）/自己制御 6）/社会的態度 7）/記述的

規範 6）/主観的規範 6））の質問を 7 件法と数値自由記入

にて計測した。さらに、今回新たに設定した共有感（空

間共有感/時間共有感）も質問項目に追加した（質問項

目詳細は表-1 を参照）。 
 

３．結果 

(1)尺度の内的整合性 

はじめに、尺度の内的整合性を検証するためにα係

数を用いて信頼性の検討を行った。紙面の都合上、共

有感（空間共有感/時間共有感）、迷惑認知（迷惑認知

自己/迷惑認知他者）の結果のみ表-2 に示す。共有感で

は集合住宅のみ内的整合性が高く、空間共有感と時間

共有感の値は比例していることが示された。迷惑認知

ではすべての場面において内的整合性が高いことが示

された。 

 

(2) 一元配置の分散分析と多重比較 

次に、場面と空間認識、および各場面で順位付けさ

れた迷惑だと思う行為１位から特に支持された５つの

行為（大声でのおしゃべり/ゴミの放置/通路・空間をふ

さぐ/強い匂い/喫煙）と心理的要因に統計的な差がある

かを検証するために、一元配置の分散分析と多重比較

人多様性 様々な年齢や立場の人が集まっていると思いますか？

目的多様性 人々は様々な目的をもって利用していると思いますか？

空間共有感 人々とこの場所を共有していると思いますか？

時間共有感
人々とどの程度「この場所で一緒に過ごしている感覚」があり
ますか？

他者認識１ 身近な人と一緒に利用することがありますか？

他者認識２ 人々に親密さを感じますか？

自由振舞 自由にふるまうことができますか？

公私認識
あなたにとってﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄなｲﾒｰｼﾞと公的なｲﾒｰｼﾞのどちらが強
いですか？

迷惑認知自己 あなたはどの程度迷惑だと思いますか？

迷惑認知他者 社会一般の人はどの程度迷惑だと感じていると思いますか？

恥意識自己
あなたがその行為を行ってしまったとき、どの程度恥ずかしい
と思いますか？

恥意識他者
他者がその行為を行っているとき、どの程度恥ずかしいと思い
ますか？

迷惑であるとわかっていてついやってしまうことがありますか？

法律などで規制すべきだと思いますか？

記述的規範友人友人のうちどれくらいがその行為を行っていると思いますか？
記述的規範同年代同年代のうちどれくらいがその行為を行っていると思いますか？

主観的規範友人
友人たちはあなたがその行為をしている場面をみかけたらど
のように反応（賛成-反対）すると思いますか？

主観的規範家族
家族はあなたがその行為をしている場面をみかけたらどのよ
うに反応（賛成-反対）すると思いますか？

社会的態度

主観的規範

記述的規範

自己制御

恥意識

迷惑認知

公私空間
意識

他者認識

共有感

主観的
公共領域

場面に対する質問項目

行為に対する質問項目

表ｰ 2 質問項目 
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を行った。 

① 場面における空間認識の検証 

全ての空間認識の項目において場面間で有意差が

認められた(p<.01)。また、図-1 より時間共有感、他

者認識 1、他者認識 2 以外の全ての空間認識の項目で

電車が最も高い値を示していることが言える。多重

比較では人多様性、目的多様性、他者認識 1、他者認

識 2、自由振舞、公私認識において、ほぼすべての場

面間で有意な差が見られた。 

② 場面別・各迷惑行為における心理的要因の検証 

ここでは紙面の都合上、迷惑認知自己と社会的態

度の結果のみ記載する。迷惑認知自己については、 

ペデストリアンデッキが (F(21.372,302.769)=6.235, 

p<.01)、食堂が(F(13.191,437.781)=3.214, p<.05)と有意

な差が見られた。多重比較よりペデストリアンデッ

キではゴミと空間と喫煙-大声間で有意な差が見られ

(p<.01)、食堂では空間-大声間で有意な差が見られた

(p<.05)。また、図-2 左より全場面において大声が最

も低い値を示していることが言える。社会的態度に

ついては、全場面において行為間に有意差が認めら

れた(p<.05)。多重比較より、電車ではゴミ-空間と匂

い間で、ペデストリアンデッキではゴミと喫煙-大声

間および空間間で、集合住宅ではゴミと喫煙-大声間、

喫煙-ゴミと空間で、食堂ではゴミと匂い-大声および

空間で有意な差が見られた(p<.05)。また、図-2 右よ

り全場面においてゴミと喫煙が全体的に高い値を、

大声と空間が全体的に低い値を示している。 

 (3) 二元配置の分散分析 

次に、場面間と行為間において心理的要因の平均値

に統計的な差があるか検証するために、二元配置の分

散分析を行った。結果、全ての心理的要因において場

面と行為の間に交互作用が存在しないことが示された。

また、迷惑認知自己、社会的態度では場面間および行

為間でその平均値に差があることが示された。さらに、

迷惑認知他者、恥意識自己、自己制御、自己制御認知、

記述的規範友人、記述的規範同年代、主観的規範友人、

主観的規範家族では行為間でその平均値に差があるこ

とが示された。また、恥意識他者では場面間および行

為間でその平均値に差がないことが示された。 
 

４． 考察 

場面によって空間認識が異なること、同じ場面でも

迷惑行為の種類によって迷惑のとらえ方が異なること

がわかった。特に、集合住宅の共用部では、喫煙を迷

惑だと思う値がペデストリアンデッキの場合と同等で

あるのに対し、ペデストリアンデッキよりも規制すべ

きだと考えている人が多い。これは、集合住宅では一

緒に過ごしているという認識がペデストリアンデッキ

より高く、時間的長さや共有している空間的な大きさ

から喫煙による副流煙など、自分に影響する度合いが

ペデストリアンデッキよりも高いと感じるためだと考

えられる。 
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図-2 迷惑行為における心理的要因の比較 

図- 1 場面における空間認識の比較 
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